
1 杉浦家の江戸期の家法

杉
浦
家
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
創
業
の
京
都
の
商
家
（
屋
号
、
大
黒

屋
）
で
あ
る
。
同
家
に
は
、
江
戸
期
に
作
成
さ
れ
た
家
法
と
し
て
、
三
代
杉
浦

三
郎
兵
衛
利
軌
（
法
名
、
宗
夕
）
に
よ
る
「
定
目
」
と
、
四
代
杉
浦
三
郎
兵
衛

利
喬
（
法
名
、
宗
仲
）
に
よ
る
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
こ
れ
ま
で
に
、
岡
光
夫
・
宮
本
又
次
・
藤
田
彰
典
氏
ら
が
商
家
の
家
訓
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
三
氏
に
よ
る
家
法
に
は
条
目
数
や
内
容
に
部

分
的
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で

あ
る
。

は
じ
め
に

杉
浦
三
郎
兵
衛
家（

1
）は

、
大
黒
屋
の
屋
号
で
呉
服
太
物
小
間
物
類
を
取

扱
っ
た
京
都
の
商
家
で
あ
る
。
大
黒
屋
の
創
業
は
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）

で
、
江
戸
期
に
は
京
店
を
本
店
と
し
て
江
戸
に
二
店
舗
（
石
町
店
・
本
所

店
）、
そ
し
て
岐
阜
と
大
坂
に
も
出
店
を
も
つ
大
店
で
あ
っ
た
。

杉
浦
家
に
は
江
戸
期
に
作
成
さ
れ
た
家
法
と
し
て
、
三
代
杉
浦
三
郎
兵

衛
利と
し
の
り軌

（
一
七
〇
二
〜
四
四
。
法
名
、
宗
夕
。
以
下
、
宗
夕
）
に
よ
る

「
定
目
」
と
、四
代
杉
浦
三
郎
兵
衛
利と

し
た
か喬

（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
九
。
法
名
、

宗
仲
。
以
下
、宗
仲
）
に
よ
る
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
岡
光
夫（

2
）・

宮
本
又
次（

3
）・

藤
田
彰
典
氏（

4
）ら

経
済
史
・
経
営
史
の
研
究

者
に
よ
っ
て
史
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
宮
本
・
藤
田
氏
と
、
宮
本

氏
所
蔵
史
料
を
用
い
た
竹
中
靖
一
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
分
析
・
検
討（

5
）が

な

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
家
法
と
そ
の
検
討
に
対
し
て
藤
田
彰
典
氏
は
、
以
下
の
二
つ

の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

そ
の
一
つ
は
、
岡
・
宮
本
氏
が
紹
介
し
た
家
法
に
は
「
成
文
年
代
の
記

述
が
欠
け
て（

6
）」

お
り
、
そ
の
た
め
「
三
氏
（
岡
・
宮
本
・
竹
中
氏
を
指
す
。

注
、
植
田
）
の
家
法
の
理
解
や
解
釈
の
上
で
は
、
年
代
の
想
定
か
ら
く
る

不
十
分
な
点
が
見
ら
れ
る（

7
）」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
杉
浦
家
の

家
法
が
注
目
さ
れ
る
一
因
は
、「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
を
記
し
た
四
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代
宗
仲
が
熱
心
な
心
学
信
奉
者（

8
）で

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
よ
っ
て
研
究

者
の
関
心
は
、
家
法
に
及
ぼ
さ
れ
た
心
学
の
影
響
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
と
こ
ろ
が
岡
・
宮
本
氏
の
紹
介
し
た
家
法
に
は
そ
の
成
立
時
期
が

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
検
討
も
心
学
と
は
関
わ
り
が
な
か
っ
た
と
見
ら

れ
る
三
代
宗
夕（

9
）と

、
心
学
信
奉
者
で
あ
っ
た
四
代
宗
仲
を
未
整
理
の
ま
ま

論
じ
て
い
る
部
分（

10
）が

あ
る
。
藤
田
氏
の
「
不
十
分
」
と
い
う
見
解
は
こ
の

点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
家
法
の
成
立
時
期
を
改
め
て
整
理

す
る
と
と
も
に
、
岡
・
宮
本
氏
の
紹
介
し
た
家
法
に
成
立
時
期
が
記
さ
れ

な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

指
摘
の
二
つ
目
は
、
岡
・
宮
本
氏
と
藤
田
氏
が
紹
介
し
た
家
法
の
条
目

数
が
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
藤
田
氏
が
紹
介
し
た
家
法
は
杉
浦
家
の

現
当
主
杉
浦
利
之
氏
所
蔵
の
も
の
、
岡
・
宮
本
氏
の
も
の
は
写
本
と
さ
れ

る
。
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
条
目
数
が
異
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
藤
田

氏
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
以
上
の
二
点
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

一　

家
法
の
作
成
者
・
成
立
時
期
・
条
目
数

1　

作
成
者
と
成
立
時
期

表
1
に
、
岡
・
宮
本
・
藤
田
氏
が
紹
介
し
た
家
法
の
名
称
、
条
目
数
、
成

立
時
期
と
そ
の
記
載
の
有
無
を
示
し
た
。

ま
ず
、「
定
目
」
と
は
、
三
代
宗
夕
が
享
保
一
九
（
一
七
三
四
）
年
九

月
二
五
日
に
記
し
た
「
定
目
二
十
五
箇
條
」
を
指
す
。
こ
れ
は
杉
浦
家
や

大
黒
屋
で
は
「
御
定
目
」
と
呼
ば
れ
た
が（

11
）、

四
代
宗
仲
が
「
家
内
之
定
」

「
家
業
之
定
」
を
作
成
し
た
後
は
、そ
れ
ら
と
区
別
す
る
意
味
で
「
先
代
之

定
」
と
も
呼
ば
れ
た
（
本
稿
で
は
、
以
下
「
定
目
」
と
記
す
）。

表１　岡・宮本・藤田氏が紹介した杉浦家の江戸期の家法

家法　／紹介者 岡　光夫氏① 宮本又次氏② 藤田彰典氏③④

定　

目

名称
条目数
成立時期

「先代定」
25 箇条
記載なし

「先代之定」
24 箇条
記載なし

「定目」
25 箇条 
享保 19 年 9 月 25 日

家
内
之
定

名称
条目数
成立時期

「家内定」
本文14箇条と附録4箇条
記載なし

「家内之定」
同左
記載なし

「家内之定」
本文22箇条と附録6箇条
天明 2年正月頃（箱書）

家
業
之
定

名称
条目数

成立時期

「家業定」
本文 11 箇条と『都鄙問
答』からの引用部分
記載なし

「家業之定」
同左

記載なし

「家業之定」
本文 17 箇条と『都鄙問
答』からの引用部分
天明 2年正月頃（箱書）

出所）
①  岡光夫「京都商人杉浦家の家則」『経済学論叢』（同志社大学）第 16巻第 2号、1967 年。
②  宮本又次「杉浦三郎兵衛家の家法について」『近世日本経営史論考』東洋文化社、1979 年。
③  藤田彰典「京都の商家杉浦大黒屋の家訓（上）」『京都文化短期大学紀要』創刊号、1984
年 4 月。
④  藤田彰典「京都商人杉浦家の家法と経営」『京都文化短期大学紀要』第 16 号、1991 年
12 月。
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次
に
、「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
は
、
四
代
宗
仲
が
「
定
目
」
を
土

台
と
し
て
、
そ
こ
に
心
学
の
教
え
を
盛
り
込
ん
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

成
立
時
期
は
藤
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
納
め
ら
れ
た

箱
の
箱
書
に
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
正
月
八
日
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

明
二
年
の
正
月
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る（

12
）。

2　

条
目
数
の
違
い

条
目
数
は
、「
定
目
」
に
関
し
て
は
岡
・
藤
田
氏
の
も
の
は
二
五
箇
条
で

あ
る
の
に
対
し
、
宮
本
氏
の
も
の
は
二
四
箇
条
と
一
箇
条
少
な
い
。
ま
た
、

「
家
内
之
定
」に
関
し
て
は
藤
田
氏
の
も
の
が
本
文
二
二
箇
条
と
附
録
六
箇

条
で
あ
る
の
に
対
し
、
岡
・
宮
本
氏
の
も
の
は
本
文
一
四
箇
条
と
附
録
四

箇
条
と
な
っ
て
お
り
、「
家
業
之
定
」
に
関
し
て
は
藤
田
氏
の
も
の
が
一
七

箇
条
、
岡
・
宮
本
氏
の
も
の
は
一
一
箇
条
と
、
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら

れ
る
。
条
目
数
が
異
な
る
理
由
と
し
て
藤
田
氏
は
、
岡
・
宮
本
氏
の
も
の

が
ど
ち
ら
も
写
本
で
あ
る
点
を
挙
げ
て
い
る（

13
）。

で
は
、
な
ぜ
写
本
の
条
目

数
が
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

条
目
数
の
違
い
は
次
の
点
か
ら
も
注
意
を
引
く
。
そ
れ
は
三
代
宗
夕
が

「
定
目
」
を
、「
右
二
十
五
箇
條
之
趣
毎
月
七
日
別
家
之
輩
、
并　

見
世
惣

中
令
会
合
為
読
聞
之（

14
）」

と
毎
月
七
日
に
会
合
の
席
で
店
中
に
読
み
聞
か
せ

る
こ
と
を
指
示
し
、
ま
た
四
代
宗
仲
も
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
を

「
月
か
は
り
に
読
む
へ
し（

15
）」

と
命
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
三
代
・
四
代
当
主

と
も
に
家
内
・
店
中
に
お
け
る
家
法
の
周
知
徹
底
と
各
条
目
の
遵
守
を
強

く
希
望
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
し
て
こ
の
指
示
は
、
家
法
が
唯
一
無
二

で
あ
っ
た
印
象
す
ら
与
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
条
目
数
の
異
な
る

家
法
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
何
か
特
別
の
目
的
や
事
情
が

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
法
の
所
持
さ
れ
た

場
所
、
筆
写
の
経
緯
、
条
目
の
内
容
な
ど
に
着
目
し
て
条
目
数
の
異
な
る

理
由
を
検
討
す
る
。

二　

岡
・
宮
本
・
藤
田
氏
が
紹
介
し
た
家
法
の
相
違
点

表
2
は
岡
・
宮
本
・
藤
田
氏
が
紹
介
し
た
家
法
の
所
持
さ
れ
て
い
た
場

所
、
写
本
の
場
合
は
筆
写
し
た
人
物
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

1　

藤
田
氏
の
紹
介
分

藤
田
氏
の
紹
介
し
た
家
法
は
杉
浦
家
の
一
二
代
目
杉
浦
利
之
氏
が
所
蔵（

16
）

し
て
い
た
も
の
で
、
三
代
宗
夕
に
よ
る
「
定
目
」
は
巻か

ん
す子

に
仕
立
て
て
あ

り
、「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
は
『
石
田
先
生
語
録
』（
た
だ
し
、
そ
の

一
部（

17
））

と
と
も
に
冊
子
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
家
内
之
定
」

の
附
録
の
第
五
条
が
「
江
戸
支
配
人
別
宅
持
候
義
ハ（

18
）（

下
略
）」
と
、
江
戸

支
配
人
に
対
す
る
指
示
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藤
田
氏
の
紹
介
し
た
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「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
は
江
戸
石
町
店
宛
て
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

2　

岡
氏
の
紹
介
分

岡
氏
の
紹
介
し
た
家
法
は
、「
家
則
四
冊
」
と
上
書
き
さ
れ
た
袋
の
中

に
、「
先
代
定
」「
家
業
定
」「
家
内
定
」
お
よ
び
倹
約
の
申
合
せ
等
を
記
し

た
も
の
が
封
入
さ
れ
、
袋
の
裏
面
に
は
慶
応
元
年
一
一
月
二
八
日
に
袋
入

し
、
江
州
太
田
村
坂
江
重
右
衛
門（

19
）に

預
け
、
明
治
五
年
に
杉
浦
家
が
受
取

り
、
修
学
院
の
別
荘
に
保
管
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る（

20
）。

こ
の
点
を
「
日

記（
21
）」

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
慶
応
元
年
一
一
月
二
八
日
の
条
に
、「
坂
江
十

次
郎
様（

22
）出

立
。
利
用
幼
年
之
節
、
写
置
候
当
方
定
目
、
右
同
人
方
へ
非
常

手
当
ニ
預
ヶ
置
事
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
岡
氏
の
「
定
目
」
は
利と

し
つ
ね用

（
大

黒
屋
八
代
当
主
杉
浦
三
郎
兵
衛
利
用
）
が
幼
年
期
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
家
内
定
」「
家
業
定
」
に
つ
い
て
は
筆
写
し
た
人

物
・
時
期
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
は
維
新
の
混
乱
期
に
大
切
な
家
法
類
の

破
損
・
焼
失
を
避
け
て
江
州
の
坂
江
家
に
保
管
を
依
頼
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
な
お
、「
家
内
定
」
の
附
録
の
第
二
条
が
、「
京
店
支
配
人
別
宅
持

候
義

（
23
）は

（
下
略
）」
と
京
店
支
配
人
に
対
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、坂
江
家
へ
預
け
ら
れ
た
「
家
内
定
」「
家
業
定
」
は
京
店
に
お
か
れ
て

い
た
も
の
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

3　

宮
本
氏
の
紹
介
分

宮
本
氏
が
紹
介
し
た
「
先
代
之
定
」
す
な
わ
ち
「
定
目
」
は
、岡
・
藤
田

氏
の
も
の
よ
り
も
一
箇
条
少
な
い
二
四
箇
条
で
あ
る
。「
先
代
之
定
」に
は

筆
写
の
年
月
日
と
見
ら
れ
る
「
嘉
永
七
申
寅
年
八
月
八
日（

24
）」

の
日
付
が
あ

る
。
こ
れ
を
「
日
記
」
の
記
述
に
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
嘉
永
七
年
八
月
九

日
の
条
に
、「
利
用
、
此
度
用
向
き
ニ
付
、
岐
阜
店
え
出
立
。（
中
略
）
岐

表 2　家法が所持されていた場所、および筆写された時期

定目（先代之定） 家内之定 家業之定
藤田氏が閲覧したもの
　所持されていた場所 杉浦家 江戸石町店 江戸石町店
岡氏の所蔵分
　所持されていた場所
　筆写した人物
　筆写した時期

坂江家＊
8代利用
利用幼年の頃

坂江家＊
不明
不明

坂江家＊
不明
不明

宮本氏の所蔵分
　所持されていた場所
　筆写した人物
　筆写した時期

岐阜店
利貞（後の 9代）
嘉永 7年 8月 8日

岐阜店＊＊
不明
不明

岐阜店＊＊
不明
不明

出所）表 1の①～③および、京都府立総合資料館所蔵『杉浦家歴代日記』より作成。
注）＊幕末期に京店の写本を一時、坂江家に保管を依頼したもの。
　　＊＊京店の写本と見られる。
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阜
店
御
定
目
無
之
故
、
此
度
先
代
之
定
ヲ
写
、
箱
万
事
新
調
ニ
致
持
下
ル

　

并　

伝
言
書
何
れ
も
筆
者
利
貞（

25
）」

と
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
岐
阜

店（
26
）に

は
そ
れ
ま
で
「
定
目
」
す
な
わ
ち
「
先
代
之
定
」
が
遣
わ
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
八
代
利
用
が
弟
利
貞
（
の
ち
、
九
代
杉
浦
三
郎
兵
衛
利

貞
）
の
書
き
写
し
た
「
定
目
」
を
持
ち
下
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ

こ
か
ら
宮
本
氏
所
蔵
の
「
先
代
之
定
」
は
、
大
黒
屋
岐
阜
店
が
所
持
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
に
つ
い
て
は
、「
家
内
之
定
」
の
附
録
の
記

述
内
容
が
岡
氏
の
も
の
と
同
様
に
京
店
に
対
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
筆
写
し
た
人
物
・
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
こ
れ
も
京
店
の
も
の

の
写
本
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
宮
本
氏
は
、「
古
書
肆
よ
り
、（
中
略
）
製

本
さ
れ
て
三
冊
の
冊
子
に
な
っ
て（

27
）」

い
る
も
の
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、こ
れ
ら
三
冊
は
大
黒
屋
岐
阜
店
が
所
持
し
て
い
た
「
先
代
之
定
」「
家

内
之
定
」「
家
業
之
定
」
と
見
な
し
て
よ
い
と
思
う
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
で
、
岡
・
宮
本
・
藤
田
氏
が
紹
介
し
た
家
法
が
所
持

さ
れ
て
い
た
場
所
と
、
岡
・
宮
本
氏
所
蔵
の
「
定
目
」
の
筆
写
の
経
緯
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
表
2
で
、
岡
・
宮
本
氏
の
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
に
関
し
て

は
筆
写
し
た
時
期
・
人
物
を
不
明
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、
①
「
家
内
之
定
」

「
家
業
之
定
」
が
か
な
り
長
文
で
あ
る
こ
と
、
②
岡
氏
の
場
合
、
写
本
の
目

的
が
幕
末
期
の
混
乱
か
ら
家
法
の
破
損
・
焼
失
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
こ
と
、
③
宮
本
氏
の
場
合
、
岐
阜
店
の
開
設
時
期
（
天
保
末
年
）
が
遅

い
こ
と
、
以
上
の
三
点
か
ら
、
そ
れ
ら
は
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
上
層

の
手
代
が
筆
写
し
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
も
史
料
類
の
記
述
を
注
意
し
て
見
て
い
き
た
い
。

次
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
法
の
記
述
内
容
に
焦
点
を
当
て
、
条
目
数
の

違
い
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
す
め
る
。

三　
「
定
目
」
の
条
目
数
の
違
い

「
定
目
」
は
そ
の
全
文
を
岡
・
宮
本
・
藤
田
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
お

り
、
紙
幅
の
点
か
ら
も
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
そ
こ
に
は
商

人
と
し
て
の
あ
り
方
、
奉
公
人
と
し
て
の
心
構
え
や
守
る
べ
き
規
則
、
商

い
に
関
す
る
注
意
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

条
目
数
は
、
岡
・
藤
田
氏
の
も
の
が
二
五
箇
条
、
宮
本
氏
の
も
の
は
二
四

箇
条
で
あ
る
。
岡
氏
と
藤
田
氏
の
条
目
数
が
同
じ
で
あ
る
の
は
、
藤
田
氏

の
も
の
は
杉
浦
家
家
蔵
の
「
定
目
」
を
閲
覧
し
た
も
の
で
あ
り
、
岡
氏
の

も
の
は
利
用
（
八
代
当
主
）
が
幼
年
期
に
家
蔵
の
「
定
目
」
を
筆
写
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
因
る
。

一
方
、
宮
本
氏
の
も
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
利
用
の
弟
利
貞
が
筆
写
し

た
も
の
を
利
用
が
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
八
月
九
日
、
岐
阜
店
に
持
参

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
定
目
」
に
は
二
四
箇
条
の
条
目
に
続
け
て
次
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の
よ
う（

28
）に

記
さ
れ
て
い
る
。

右
二
十
四
箇
条
之
趣
、
毎
月
七
日
別
家
の
輩
并
見
世
惣
中
参
会
合

為
読
聞
之
善
悪
無
依
怙
贔
屓
万
事
致
評
議
、
若
不
埒
不
勤
之
族
於
有

之
は
老
若
之
無
撰
命
異
見
、
急
度
可
為
相
改
候
、
此
定
目
之
旨
趣
無

懈
怠
後
代
至
迄
可
守
慎
者
也

右
者
先
祖

宗
夕
居
士
之
御
定
也
愈
堅
固
に
可
守
慎
事

　

嘉
永
七
甲
寅
八
月
八
日

 

利
（
花
押
）　　

最
後
の
二
行
、
す
な
わ
ち
、「
右
者
先
祖　

宗
夕
居
士
之
御
定
也
愈
堅
固

に
可
守
慎
事
」
の
部
分
は
筆
写
の
際
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、

岡
・
藤
田
氏
の
「
定
目
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
「
右

二
十
四
箇
条
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
欠
落
し
て
い
る
一
箇
条
は
写
し
漏
ら

し
た
も
の
で
は
な
く
意
図
的
に
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な

ぜ
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

該
当
す
る
条
目
は
岡
・
藤
田
氏
の
「
定
目
」
で
は
第
二
四
条
に
あ
た
る

次
の
一
箇
条（

29
）で

、
内
容
は
不
寝
番
な
ど
の
防
火
・
防
犯
を
役
目
と
し
た
者

に
対
す
る
注
意
と
な
っ
て
い
る
。

一　

  

不
寝
番
及
深
更
酒
呑
申
間
敷
候
春
夏
と
り
つ
き
当
番
難
勤
候
、

尤
家
内
并
土
蔵
辺
度
々
見
廻
り
可
申
候
、
其
余
相
応
之
稽
古
い

た
し
当
番
相
勤
可
申
候
、
朝
の
頃
ま
た
寝
い
た
す
ま
し
く
候
用

向
欠
申
候
多
候
事

た
だ
し
、「
定
目
」
に
は
こ
れ
と
は
別
に
防
火
・
防
犯
の
注
意
と
し
て
次

の
一
箇
条（

30
）が

あ
る
。

一　

  

火
の
用
心
昼
夜
に
か
き
ら
す
可
入
念
、
夜
分
土
蔵
の
内
并
二
階

へ
と
も
し
火
揚
候
ハ
ヽ
両
人
宛
行
可
申
表
の
大
戸
四
ツ
限
に
錠

を
ろ
し
可
申
事

こ
こ
か
ら
削
除
さ
れ
た
一
箇
条
は
、
条
目
の
内
容
が
「
定
目
」
が
遣
わ
さ

れ
た
嘉
永
七
年
当
時
の
岐
阜
店
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
筆
写
の
際
に
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
の
条
目
数
の
違
い

1　
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
の
概
要

「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
も
各
氏
が
そ
の
全
文
を
紹
介
し
て
お
り
、紙

幅
の
点
か
ら
も
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。「
定
目
」
と
の
形
式
面
で
の
違
い
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は
、
家
法
を
目
的
別
に
家
内
と
家
業
に
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
と
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

「
家
内
之
定
」
は
、
冒
頭
に
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
五
月
に
出
さ
れ

た
「
定（

31
）」（

全
九
箇
条
）
を
書
き
写
し
た
「
御
制
札
之
覚
」
が
載
せ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
後
に
「
家
内
之
定
」
の
本
体
部
分
が
続
く
。
本
体
部
分
は
条

目
・
末
文
・
附
録
か
ら
成
り
、
条
目
に
は
大
黒
屋
の
奉
公
人
及
び
一
統
に

対
す
る
日
々
の
心
構
え
が
、
末
文（

32
）に

は
「
家
内
之
定
」
の
作
成
の
趣
意
が

述
べ
ら
れ
、
附
録
は
補
足
条
目
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
家
業
之
定
」
は
、冒
頭
に
石
田
梅
岩
の
『
都
鄙
問
答
』
巻
之
一
「
商
人

ノ
道
ヲ
問
ノ
段
」
か
ら
の
引
用
部
分
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
営

業
面
で
の
諸
注
意
や
奉
公
人
の
心
構
え
な
ど
、
主
に
業
務
に
関
わ
る
条
目

が
並
ぶ
。
そ
し
て
、
最
後
の
条
目
（
藤
田
氏
の
第
一
七
条
、
岡
・
宮
本
氏

の
第
一
一
条
）
に
続
け
て
、
大
黒
屋
の
経
営
の
指
針
、
奉
公
人
の
行
動
規

範
の
拠
り
所
と
し
て
『
都
鄙
問
答
』
巻
之
二
「
或
学
者
商
人
ノ
学
問
ヲ
譏

ノ
段
」
を
要
約
・
引
用
し
た
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

2　

条
目
数
の
違
い
ー
店
舗
間
の
相
違

条
目
数
は
藤
田
氏
の
も
の
が
、「
家
内
之
定
」
は
二
二
箇
条
と
附
録
六
箇

条
、「
家
業
之
定
」
は
一
七
箇
条
と
『
都
鄙
問
答
』
か
ら
の
引
用
部
分
。
こ

れ
に
対
し
岡
・
宮
本
氏
の
も
の
は
、「
家
内
之
定
」
は
一
四
箇
条
と
附
録
四

箇
条
、「
家
業
之
定
」
は
一
一
箇
条
と
『
都
鄙
問
答
』
か
ら
の
引
用
部
分
と

な
っ
て
い
る
（
表
1
参
照
）。

条
目
数
以
外
で
の
両
者
の
違
い
は
、
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
藤
田
氏
の

も
の
は
江
戸
石
町
店
宛
て
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
、
岡
・
宮
本
氏
の
も
の
は

京
店
宛
て
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
の
写
本
と
い
う
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
条
目

数
は
家
法
の
発
給
先
、
す
な
わ
ち
店
舗
に
よ
り
異
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
で
は
、
な
ぜ
店
舗
間
で
条
目
数
が
異
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

理
由
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
大
黒
屋
内
に
お
け
る
江
戸
石
町
店

重
視
の
姿
勢
で
あ
る
。
大
黒
屋
は
江
戸
期
に
は
本
店
で
あ
る
京
店
を
含
め

五
店
舗
を
設
け
た
が
、「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
が
作
成
さ
れ
た
天
明

二
年
（
一
七
八
二
）
当
時
は
、
ま
だ
京
店
と
石
町
店
の
二
店
し
か
存
在
し

て
い
な
い（

33
）。

こ
の
二
店
は
創
業
以
来
京
店
を
仕
入
店
、
石
町
店
を
販
売
店

と
そ
の
役
割
を
分
担
し
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
一
致
協
力
し
て
商
い
を
進

展
さ
せ
て
い
っ
た
。
両
店
の
関
係
は
大
黒
屋
内
に
本
店
で
あ
る
京
店
と
同

等
に
「
江え
ど
だ
な

戸
店
」
で
あ
る
石
町
店
を
重
視
す
る
姿
勢（

34
）を

生
じ
、
こ
れ
が
京

店
と
一
律
で
な
い
、
石
町
店
独
自
の
条
目
の
作
成
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ

る
。理

由
の
第
二
と
し
て
は
、
家
法
に
よ
る
合
理
的
で
実
効
性
の
あ
る
店
舗

管
理
が
目
指
さ
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
黒
屋
は
三
代
宗
夕
の
時
に
経

営
基
盤
の
構
築
と
商
家
と
し
て
の
基
礎
固
め
が
完
了
し
て
お
り
、
宗
夕
に

よ
る
「
定
目
」
の
作
成
は
そ
の
一
環
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る（

35
）。

次
の
四

代
宗
仲
に
よ
る
家
法
は
、
石
田
梅
岩
の
教
え
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
そ
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の
特
色
が
あ
る
が
、
家
法
そ
れ
自
体
に
も
先
代
の
「
定
目
」
に
比
べ
、
一

歩
進
ん
だ
工
夫
や
改
善
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
家
法
を
目
的
別
に

家
内
と
家
業
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
目
を
吟
味
・
整
序
し
た
点
で
あ

る
。
さ
ら
に
目
を
引
く
の
が
、
京
店
と
石
町
店
の
営
業
内
容
の
違
い
を
勘

案
し
た
条
目
の
作
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
法
の
基
礎
部
分
を
両
店
共
通
と

し
つ
つ
も
、
一
部
を
そ
の
店
の
実
情
に
合
っ
た
独
自
の
条
目
と
す
る
こ
と

で
、
よ
り
合
理
的
で
実
効
性
の
あ
る
店
舗
管
理
・
奉
公
人
管
理
を
目
指
し

た
と
見
ら
れ
る
。

差
し
当
た
り
以
上
の
二
点
が
、
店
舗
間
で
条
目
数
の
異
な
っ
た
理
由
と

考
え
ら
れ
る
が
、
次
で
は
条
目
の
内
容
に
着
目
し
て
そ
の
点
を
さ
ら
に
検

証
す
る
。

3　
「
家
内
之
定
」
の
条
目
数
の
違
い

と
も
に
京
店
の
写
本
で
あ
る
岡
・
宮
本
氏
の
「
家
内
之
定
」
は
、
全
条

目
数
、
条
目
の
順
序
、
条
目
の
中
身
や
文
言
が
一
致
し
て
い
る（

36
）。

そ
し
て
、

岡
・
宮
本
氏
の
も
の
は
藤
田
氏
の
も
の
か
ら
一
部
の
条
目
が
欠
落
し
て
お

り
、
両
者
を
対
比
さ
せ
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
る
。

表
3
を
説
明
す
る
と
、
条
目
の
第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で
は
両
者
に
違

い
は
見
ら
れ
な
い
。
岡
・
宮
本
氏
分
の
■
印
を
付
け
た
も
の
が
欠
落
し
て

い
る
条
目
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
例
え
ば
藤
田
氏
の
第
一
一
条
と
岡
・

宮
本
氏
の
第
七
条
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
同
様
に
表
の
左
側
（
藤

田
氏
分
）
と
右
側
（
岡
・
宮
本
氏
分
）
の
条
目
が
同
一
の
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

岡
・
宮
本
氏
の
も
の
に
欠
落
し
て
い
る
八
箇
条
（
■
印
）、
言
い
換
え
る

と
江
戸
石
町
店
の
「
家
内
之
定
」
に
の
み
見
ら
れ
る
条
目
は
次
の
も
の（

37
）で

あ
る
。

一　

  

傍
輩
平
常
の
付
会
詞
つ
か
い
放
蕩
に
申
合
ま
し
き
事
、
夜
四
ツ

よ
り
ま
へ
見
勢
に
て
打
臥
寝
候
義
無
用
た
る
へ
し
、
隙
あ
る
時

は
読
書
手
習
等
相
応
の
稽
古
あ
る
へ
し
、
子
供
毎
夜
手
透
之
節

ハ
手
跡
算
盤
等
稽
古
い
た
し
候
様
ミ
な
〳
〵
ひ
き
ま
は
し
申
さ

表 3　「家内之定」の比較

藤田氏分
（江戸石町店）

岡・宮本氏分
（京店）

第 1条～第 6条
第 7条
第 8条
第 9条
第 10 条
第 11 条
第 12 条
第 13 条
第 14 条
第 15 条
第 16 条
第 17 条
第 18 条
第 19 条
第 20 条
第 21 条
第 22 条

第 1条～第 6条
■
■
■
■
第 7条
第 8条
■
第 9条
■
■

第 10 条
■

第 11 条
第 12 条
第 13 条
第 14 条

出所）表 1の①～③。
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る
へ
く
候
、
又
常
〳
〵
遠
方
へ
使
に
出
し
候
節
空
腹
に
こ
れ
な

き
様
に
致
つ
か
は
す
へ
し
、
極
暑
極
寒
の
時
ハ
猶
更
心
を
付
へ

き
事
（
第
七
条
）

一　

  
昼
夜
に
か
き
ら
す
仮う

た
た
ね寝

致
間
敷
候
、
寝
と
こ
ろ
変
申
ま
し
き
事

（
第
八
条
）

一　

  

夜
番
の
者
家
内
并
土
蔵
の
辺
度
〳
〵
見
廻
申
へ
し
深
更
に
お
よ

ひ
酒
呑
申
ま
し
き
事
（
第
九
条
）

一　

  

面
々
衣
類
手
廻
り
の
道
具
等
簡
略
い
た
し
分
限
よ
り
内
端
に
い

た
さ
る
へ
く
候
、
定
り
小
遣
給
分
の
外
遣
ひ
こ
し
致
ざ
る
様
に

心
得
ら
る
へ
し
、
何
れ
も
其
本
を
ハ
忘
れ
す
し
て
行
末
を
思
慮

あ
る
へ
き
事
（
第
一
〇
条
）

一　

  

店
遣
用
の
調
度
と
も
断
な
く
相
調
申
間
敷
候
、
造
作
等
の
義
勿

論
の
事
（
第
一
三
条
）

一　

  

惣
し
て
常
〳
〵
内
外
と
も
に
大
酒
無
用
に
候
、
祝
儀
の
節
ハ
相

心
得
給
へ
き
事
（
第
一
五
条
）

一　

  

五
節
句
休
日
の
外
碁
将

一
切
致
間
敷
候
、
其
折
か
ら
と
て
も

物
真
似
な
と
の
類
無
用
た
る
へ
き
事
（
第
一
六
条
）

一　

   何
方
へ
罷
出
候
と
も
往
所
を
支
配
人
へ
断
申
出
へ
し
、
若
不
時

に
風
吹
出
候
か
遠
方
た
り
と
も
火
事
こ
れ
あ
り
候
ハ
ヽ
早
速
帰

り
可
申
事
（
第
一
八
条
）

こ
れ
ら
は
読
み
書
き
算
盤
の
訓
練
の
勧
め
、
言
葉
使
い
・
う
た
た
寝
・

夜
番
・
衣
類
や
身
の
回
り
の
道
具
類
・
飲
酒
・
娯
楽
に
つ
い
て
の
注
意
、

外
出
時
の
心
構
え
な
ど
、
総
じ
て
奉
公
人
の
日
常
生
活
に
関
す
る
注
意
と

な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
の
条
目
は
、
京
の
本
店
か
ら
目
の
行
き

届
き
に
く
い
江
戸
石
町
店
に
対
し
、
よ
り
細
や
か
な
注
意
や
指
示
を
条
目

に
加
え
る
こ
と
で
奉
公
人
管
理
の
徹
底
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4　
「
家
業
之
定
」
の
条
目
数
の
違
い

同
様
に
、「
家
業
之
定
」
の
条
目
数
を
対
比
さ
せ
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。

表
4
を
説
明
す
る
と
、
条
目
の
第
一
条
か
ら
第
三
条
は
同
じ
も
の
、
■

印
を
付
け
た
も
の
が
欠
落
し
て
い
る
条
目
で
、
そ
れ
以
外
は
表
の
右
側
と

左
側
の
条
目
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。

欠
落
し
て
い
る
条
目
（
■
印
）、
す
な
わ
ち
江
戸
石
町
店
の
「
家
業
之

表 4　「家業之定」の比較

藤田氏分
（江戸石町店）

岡・宮本氏分
（京店）

第 1条～第 3条
第 4条
第 5条
第 6条
第 7条
第 8条
第 9条
第 10 条
第 11 条
第 12 条
第 13 条
第 14 条
第 15 条
第 16 条
第 17 条

第 1条～第 3条
■（※第 4条）

■
■
■
■
第 5条
第 6条
■
■
第 7条
第 8条
第 9条
第 10 条
第 11 条

出所）表 1の①～③。
注）※第 4条は京店独自のもの。
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定
」
に
の
み
見
ら
れ
る
条
目
は
次
の
も
の（

38
）で

あ
る
。

一　
  

見
勢
土
蔵
と
も
に
売
物
多
少
に
気
を
付
、
諸
色
そ
こ
な
ひ
申
さ

ぬ
様
に
常
〳
〵
取
ま
は
し
致
へ
し
、
売
物
好
嫌
の
お
も
ハ
く
遠

慮
な
く
相
談
こ
れ
あ
る
へ
き
事
（
第
四
条
）

一　

  

諸
勘
定
古
格
の
通
十
日
目
に
改
め
、
且
金
銀
銭
等
ハ
店
詰
の
別

家
衆
改
め
申
さ
る
へ
き
事
、
尤
当
座
帳
は
支
配
人
相
記
し
勘
定

の
あ
た
り
改
め
は
店
詰
の
別
家
衆
致
さ
る
へ
き
事
（
第
五
条
）

一　

  

金
銀
浮
貸
借
り
堅
く
無
用
に
候
、
た
と
ひ
口
数
多
く
成
候
と
も

委
細
に
相
記
し
帳
合
可
致
事
（
第
六
条
）

一　

着
座
の
行
儀
相
心
得
た
し
な
む
へ
き
事
（
第
七
条
）

一　

  

面
々
支
配
の
売
付
方
ハ
申
に
お
よ
は
す
外
支
配
の
売
付
方
相
手

留
主
の
節
御
入
来
候
ハ
ヽ
隔
心
な
く
売
渡
し
疎
略
に
致
さ
れ
ま

し
く
候
、
并
に
出
し
物
等
の
義
老
若
を
い
は
す
相
互
に
こ
ヽ
ろ

よ
く
助
あ
ふ
へ
き
事
（
第
八
条
）

一　

  

商
用
事
に
付
罷
出
其
先
よ
り
自
分
知
る
人
の
方
へ
立
寄
申
間
敷

候
、
其
外
道
よ
り
別
て
芝
居
遊
女
や
諸
見
物
遊
山
等
堅
無
用
た

る
へ
き
事

　
　

  　

但
し
外
へ
罷
出
候
時
う
ら
店
よ
り
出
入
い
た
す
ま
し
き
事

（
第
一
一
条
）

一　

  

御
得
意
方
へ
此
方
よ
り
諸
代
物
を
持
出
し
商
ひ
候
事
近
年
諸
方

こ
れ
在
候
、
此
方
店
ハ
古
来
よ
り
持
出
し
商
候
義
こ
れ
な
く
候

間
弥
其
心
得
た
る
へ
く
候
如
才
な
く
下
直
に
さ
へ
売
渡
申
候

ハ
ヽ
遠
方
の
御
得
意
様
に
て
も
御
入
来
下
さ
れ
御
買
物
出
来
へ

く
候
、
右
抵
の
義
に
て
外
へ
人
を
出
し
申
ハ
宜
か
ら
ぬ
事
な
り

（
第
一
二
条
）

こ
れ
ら
は
主
に
販
売
業
務
に
関
す
る
注
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
店

で
あ
る
石
町
店
の
営
業
内
容
を
勘
案
し
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
注
意
・
指
示

が
条
目
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
「
家
業
之
定
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
岡
・
宮
本
氏
（
京
店
）

の
第
四
条
が
藤
田
氏
（
江
戸
石
町
店
）
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

京
店
の
第
四
条
は
次
の
一
箇
条（

39
）で

あ
る
。

一　

  

惣
て
買
先
の
商
人
衆
へ
対
し
無
礼
な
き
様
に
心
か
く
へ
し
、
買

物
直
段
の
義
ハ
随
分
吟
味
す
ヘ
き
事
な
か
ら
、
買
先
へ
対
し
意

路
わ
る
き
挨
拶
な
と
を
申
か
け
売
方
に
迷
惑
な
が
ら
も
曲
て
是

を
負
さ
せ
候
様
成
事
を
堅
く
慎
ま
る
へ
し
、
売
方
と
買
方
と
ハ

を
の
つ
か
ら
頼
む
と
頼
ま
る
ヽ
と
あ
る
か
如
く
な
れ
と
、
売
も

商
人
也
、
買
ふ
も
商
人
也
、
互
に
天
下
の
通
用
に
て
今
日
の
と

も
す
き
な
る
事
を
知
へ
し
、
又
常
々
に
買
先
の
衆
の
ミ
を
相
手

と
す
る
時
は
、
我
れ
し
ら
す
し
て
身
も
心
も
高
振
る
癖
の
つ
き
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易
き
も
の
也
、
是
め
い
め
い
一
分
に
世
帯
を
持
候
と
き
の
為
に

宜
し
か
ら
ぬ
事
な
れ
ハ
、
此
あ
し
き
癖
を
つ
け
さ
る
様
に
平
常

に
心
得
申
さ
る
へ
き
事
（
第
四
条
）

こ
れ
は
上
述
の
石
町
店
の
第
四
条
以
下
の
数
箇
条
が
、
販
売
店
で
あ
る

石
町
店
の
実
情
に
即
し
た
条
目
と
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
仕
入
店
で
あ

る
京
店
の
実
情
に
即
し
て
仕
入
業
務
に
携
わ
る
奉
公
人
の
心
構
え
を
述
べ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
一
箇
条

が
梅
岩
の
教
え
に
基
づ
い
た
商
い
の
心
得
を
説
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
未
詳
だ
が
、
考
え
ら
れ
る

の
は
四
代
宗
仲
が
奉
公
人
教
育
の
一
環
と
し
て
京
店
奉
公
人
に
心
学
を
学

ば
せ
た（

40
）こ

と
と
の
関
連
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
常
的
に
梅
岩
の
教
え
に
接

し
て
い
た
京
店
奉
公
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
教
え
を
条
目
に
取
り
入
れ
て

奉
公
人
教
化
の
一
助
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
推
測
が
で
き

る
が
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
い
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
四
代
宗
仲
は
家
法
の
発
給
先
の
実
情
を
考
慮

し
て
条
目
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
で
実
効
性
の
あ
る
奉
公
人

管
理
や
店
舗
管
理
を
目
指
し
た
こ
と
が
窺
え
た
。
そ
れ
が
家
法
の
条
目
数

に
差
を
生
じ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
店
舗
の
実
情
を
勘
案
し

た
店
舗
管
理
の
方
法
は
四
代
以
降
も
踏
襲
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
点
を
垣

間
見
せ
る
の
が
岐
阜
店
の
事
例
で
あ
る
。

五　

岐
阜
店
の
「
定
」
に
つ
い
て

嘉
永
七
年
八
月
九
日
、
八
代
利
用
は
岐
阜
店
に
「
定
目
」
の
写
本
と
と

も
に
「
定（

41
）」（

全
一
二
箇
条
）
を
持
参
し
て
い
る
。「
定
」
は
、
利
用
と
利

貞
の
連
名
で
岐
阜
店
中
に
宛
て
た
店
則
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
全
文

を
次
に
示
す
。

　
　
　
　
　
　

定

一　

  

店
惣
中
朝
寝
不
致
様
相
心
得
日
々
行
跡
相
改
可
申
、
尤
起
番
之

者
別
段
早
く
起
き
見
セ
を
明
ケ
掃
除
叮
嚀
ニ
可
致
事（
第
一
条
）

一　

  

夜
四
ツ
打
候
ハ
ヽ
店
を
片
付
、
支
配
人
表
口
裏
口
土
蔵
辺
無
怠

火
之
用
心
等
見
廻
り
惣
中
人
数
相
改
不
取
締
之
義
無
之
様
可
致

事
（
第
二
条
）

一　

  

常
々
見
世
人
な
し
に
致
置
へ
か
ら
す
、
尤
手
透
之
節
と
て
も
二

階
土
蔵
裏
廻
り
等
え
猥
に
不
可
立
入
面
々
の
居
場
所
相
離
れ
申

間
敷
様
相
心
得
、上
輩
の
者
行
届
候
様
世
話
可
致
事
（
第
三
条
）

一　

  

惣
て
買
先
取
引
衆
へ
対
し
無
礼
な
き
様
に
心
懸
へ
し
、
且
又

常
々
買
先
衆
を
相
手
と
す
る
時
ハ
我
知
ら
す
し
て
身
も
心
も
高

振
癖
の
付
易
も
の
ニ
候
へ
ハ
銘
々
急
度
相
慎
可
申
事（
第
四
条
）

一　
  

私
用
ニ
付
無
拠
他
出
致
候
ハ
ヽ
其
趣
委
細
相
断
可
申
候
、
尤
朝

飯
後
罷
出
昼
迄
ニ
帰
店
可
致
不
得
止
事
、
昼
後
出
候
ハ
ヽ
暮
迄
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に
帰
店
可
致
刻
限
遅
滞
ニ
及
候
ハ
ヽ
可
為
越
度
、
尤
近
辺
隣
家

迄
も
商
用
之
外
猥
出
申
間
敷
候
、此
旨
銘
々
相
心
得
可
申
事（
第

五
条
）

一　

  
衣
類
手
廻
り
の
道
具
并
は
き
も
の
等
に
至
迄
異
風
物
好
無
之
様

銘
々
慎
分
限
よ
り
内
輪
に
可
致
候
、
尤
自
分
任
セ
に
致
間
敷
事

（
第
六
条
）

一　

  

店
惣
中
給
分
よ
り
遣
越
に
不
相
成
候
様
常
々
可
心
懸
候
、
尤
二

季
勘
定
の
砌
遣
越
に
相
成
候
ハ
ヽ
急
度
令
異
見
不
相
用
者
於
有

之
ハ
京
都
え
沙
汰
に
可
及
事
（
第
七
条
）

一　

  

金
銀
之
貸
借
等
一
切
致
間
敷
候
、
若
無
拠
義
有
之
候
ハ
ヽ
多
少

ニ
不
限
其
趣
老
分
之
者
え
相
談
之
上
執
斗
ひ
、
尚
ま
た
京
都
え

可
相
達
事
（
第
八
条
）

一　

  

他
所
途
中
ニ
て
金
銀
銭
其
外
何
に
よ
ら
す
拾
ひ
候
義
堅
無
用
之

事
（
第
九
条
）

一　

  

火
事
の
節
為
遠
見
罷
出
候
義
二
人
限
に
相
定
、
火
元
相
知
れ
候

ハ
ヽ
早
速
帰
店
可
致
候
、
其
時
宜
ニ
順
、
老
分
之
者
差
図
可
有
、

自
然
近
火
に
有
之
候
ハ
ヽ
尚
以
相
心
得
可
申
事
（
第
一
〇
条
）

一　

  

到
来
物
等
有
之
節
酒
呑
候
共
長
座
致
間
敷
、
大
行
ニ
不
相
成
候

様
台
所
ニ
て
質
素
に
給
可
申
、
必
不
取
締
之
義
無
之
様
可
心
得

事
（
第
一
一
条
）

一　

  

台
所
用
日
々
の
事
に
候
へ
ハ
賄
費
無
之
様
取
廻
し
い
た
し
裏
店

男
万
事
無
油
断
相
勤
可
申
事
（
第
一
二
条
）

　

  

右
之
條
々
堅
相
守
、
惣
中
和
合
第
一
に
心
懸
ケ
、
互
に
示
会
心
得

違
者
出
来
不
申
様
励
ミ
可
勤
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
貞

　
　

嘉
永
七
甲
寅
年
八
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
店
中

「
定
」
の
各
条
目
を
見
て
気
付
く
の
は
、そ
れ
ら
が
江
戸
石
町
店
の
「
家

内
之
定
」「
家
業
之
定
」
に
し
か
な
い
条
目
に
類
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

表
5
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、「
家
内
之
定
」
に
関
し
て
は

表
3
で
■
印
を
付
け
た
八
箇
条
の
う
ち
四
箇
条
が
、「
家
業
之
定
」
に
関
し

て
は
表
4
で
■
印
を
付
け
た
七
箇
条
の
う
ち
二
箇
条
が
、岐
阜
店
の
「
定
」

の
条
目
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
岐
阜
店
の
「
定
」
は
、
京
店
の
写

本
で
あ
る
岐
阜
店
の
「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
を
補
完
す
る
目
的
で
発

せ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
岐
阜
店
は
江
戸
石
町
店
と
は

店
の
規
模
も
営
業
内
容
も
異
な
る
た
め
、
こ
こ
で
も
ま
た
岐
阜
店
の
実
情

に
合
っ
た
条
目
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
が
第
一
の
課
題
と
し
た
家
法
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
藤
田
氏

の
先
行
研
究
を
整
理
し
て
そ
の
時
期
を
明
示
し
た
。
ま
た
、
家
法
の
成
立

時
期
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
岡
・
宮
本
氏
の
も
の
に
つ
い
て
は
、「
定

目
」
に
関
し
て
は
「
日
記
」
の
記
述
か
ら
、
岡
氏
の
も
の
は
八
代
利
用
が

幼
少
期
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
宮
本
氏
の
も
の
は
嘉
永
七
年
に
利
用

の
弟
利
貞
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
二
の
課
題
に
つ
い
て
は
、ま
ず
宮
本
氏
の
「
定
目
」（
二
四
箇
条
）
が

岡
・
藤
田
氏
の
も
の
（
二
五
箇
条
）
と
比
べ
一
箇
条
少
な
い
の
は
、
岐
阜

店
（
宮
本
氏
分
）
の
実
情
に
合
わ
せ
て
意
図
的
に
削
除
さ
れ
た
た
め
と
判

断
し
て
よ
い
と
思
う
。「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
に
関
し
て
は
、
店
の

実
情
に
即
し
て
京
店
と
江
戸
石
町
店
と
で
一
部
異
な
る
条
目
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
、
そ
れ
が
条
目
数
に
差
を
生
じ
た
理
由
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
要
因
と
し
て
は
、
四
代
宗
仲
が
合
理
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
店
舗
管
理

を
目
指
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
十
分
解
明
で
き
な
か
っ

た
点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
日
記
や
史
料
類
の
記
述
に
注
意
し
、
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。

＊
本
稿
で
使
用
し
た
文
書
・
日
記
な
ど
の
史
料
は
、
読
み
易
く
す
る
た
め
適
宜

句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
異
体
字
は
常
用
漢
字
に
、
変
体
仮
名
（
江
・
可
・

而
・
須
・
耳
・
遍
・
毛
・
累
な
ど
）
は
、
平
仮
名
に
直
し
た
。
仮
名
の
反
復
記

号
は
「
ヽ
」「
々
」「
〳
〵
」
の
3
種
と
し
、「
〻
」
は
「
々
」
に
改
め
た
。
略
体

は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
（
例
え
ば
、「

」
は
「
候
」）。

注
（
1
）
大
黒
屋
の
初
代
内
海
清
兵
衛
義
清
は
、
杉
浦
八
右
衛
門
（
道
伯
）
の
娘

美
喜
と
の
結
婚
後
、
杉
浦
姓
に
改
姓
。
そ
し
て
、
二
代
目
以
降
杉
浦
家
当

主
は
代
々
三
郎
兵
衛
を
名
乗
る
。

（
2
）
岡
光
夫
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
則
」『
経
済
学
論
叢
』（
同
志
社
大
学
）

表 5　江戸石町店の「家内之定」「家業之定」と岐阜店の「定」の比較

江戸石町店の「家内之定」「家業之定」には含まれるが、
京店の「家内之定」「家業之定」にはない条目

岐阜店の「定」で
該当する条目

家
内
之
定

第 9条
第 10 条
第 15 条
第 18 条

　　　（主な内容）
防火・防犯のための夜番に関する注意
衣類・道具類は質素に。浪費の注意
飲酒に対する注意
外出時には行き先を告げ、他所の火事で
あっても火事の発生時にはただちに帰店
すること

第 2条が類似
第 6条・第 7条
第 11 条
第 10 条

家
業
之
定

第 6条
第 11 条

不正な貸借の禁止
商用で外出した際の注意

第 8条
第 5条

出所）  表 1の①～③および、京都市歴史資料館所蔵『杉浦家文書』整理番号
291「定」より作成



 社会科学　第 43 巻  第 1号 14

第
一
六
巻
第
二
号
、
一
九
六
七
年
。

（
3
）
宮
本
又
次
「
杉
浦
三
郎
兵
衛
家
の
家
法
に
つ
い
て
」『
近
世
日
本
経
営
史

論
考
』
東
洋
文
化
社
、
一
九
七
九
年
。
所
収
。

（
4
）
藤
田
彰
典
「
京
都
の
商
家
杉
浦
大
黒
屋
の
家
訓
（
上
）」『
京
都
文
化
短

期
大
学
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
八
四
年
四
月
。

（
5
）
宮
本
前
掲
書
、「
杉
浦
三
郎
兵
衛
家
の
家
法
に
つ
い
て
」。
竹
中
靖
一
『
石

門
心
学
の
経
済
思
想
』（
増
補
版
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
七
二
年
（
初

版
一
九
六
二
年
）、
附
録
「
Ⅱ
心
学
関
係
者
の
家
法
に
つ
い
て
」。
藤
田
彰

典
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
法
と
経
営
」『
京
都
文
化
短
期
大
学
紀
要
』
第

一
六
号
、
一
九
九
一
年
一
二
月
。

（
6
）
藤
田
前
掲
論
文
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
法
と
経
営
」
三
頁
。

（
7
）
藤
田
前
掲
論
文
（
同
前
）
三
頁
。

（
8
）
杉
浦
宗
仲
は
、一
一
歳
の
時
に
石
田
梅
岩
に
入
門
し
、梅
岩
没
後
は
富
岡

以
直
・
斎
藤
全
門
ら
に
師
事
し
て
終
生
心
学
を
学
び
続
け
た
。
拙
稿
「
杉

浦
宗
仲
と
梅
岩
心
学
」『
経
済
学
論
叢
』（
同
志
社
大
学
）
第
六
四
巻
第
四

号
、
二
〇
一
三
年
、
三
月
。
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
三
代
宗
夕
に
よ
る
「
定
目
」
の
内
容
に
対
し
て
藤
田
氏
は
、「
全
体
と

し
て
石
門
心
学
が
背
景
を
な
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」（
藤
田
前
掲
論

文
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
法
と
経
営
」
一
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
心

学
信
奉
者
の
四
代
宗
仲
と
そ
の
父
三
代
宗
夕
の
関
係
に
類
似
し
て
い
る
の

が
、
心
学
者
手
島
堵
庵
と
そ
の
父
上
河
宗
義
で
あ
る
。
柴
田
実
氏
は
上
河

宗
義
が
著
し
た
『
商
人
夜
話
草
』
に
つ
い
て
、「
享
保
時
代
の
商
人
と
し
て

か
れ
が
日
常
抱
懐
し
て
い
た
所
の
欲
求
や
願
望
、
ま
た
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
に
も
つ
べ
き
心
掛
け
、
日
用
実
践
す
べ
道
徳
や
訓
戒
を
ば
み
ず
か
ら

の
こ
と
ば
で
率
直
に
説
い
」
た
も
の
と
評
し
て
い
る
（
柴
田
実
『
梅
岩
と

そ
の
門
流
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
七
七
年
。
九
七
〜
九
八
頁
）。
三
代

宗
夕
に
よ
る
「
定
目
」
も
、
こ
れ
と
同
様
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

（
10
）
例
え
ば
宮
本
前
掲
書
で
、「
先
代
之
定
」（
＝
三
代
宗
夕
に
よ
る
「
定
目
」）

の
中
の
一
文
を
引
用
し
て
「
石
門
心
学
的
発
想
」（
一
一
三
頁
）
と
し
て
い

る
点
。
あ
る
い
は
、
竹
中
前
掲
書
（
七
三
〇
〜
七
四
五
頁
）
で
は
心
学
関

係
三
家
の
家
法
の
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
杉
浦
家
の
「
先

代
之
定
」
を
含
め
て
い
る
点
（
七
四
二
〜
三
頁
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）
こ
の
点
は
、『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
の

記
述
や
残
存
文
書
類
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
12
）
藤
田
前
掲
論
文
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
法
と
経
営
」
二
〇
頁
の
注
9

参
照
。

（
13
）
藤
田
前
掲
論
文
「
京
都
商
人
杉
浦
家
の
家
法
と
経
営
」
三
頁
。

（
14
）
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
杉
浦
家
文
書
」
整
理
番
号
４
４
７
「
定
目

二
十
五
箇
條
」。

（
15
）
藤
田
前
掲
論
文
「
京
都
の
商
家
杉
浦
大
黒
屋
の
家
訓
（
上
）」
一
五
一
頁
。

（
16
）
藤
田
前
掲
論
文
、
一
五
〇
頁
。
な
お
、
現
在
こ
れ
ら
は
京
都
市
歴
史
資

料
館
に
「
杉
浦
家
文
書
」
の
整
理
番
号
４
３
９
「
家
内
之
定
」、整
理
番
号

４
４
０
「
家
業
之
定
」、整
理
番
号
４
４
７
「
定
目
二
十
五
箇
條
」
と
し
て

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）「
家
内
之
定
」
の
第
五
条
に
、「
主
人
常
に
心
得
へ
き
事
ハ
石
田
先
生
御

示
治
家
の
章
、
家
内
を
義
に
む
か
は
し
む
る
の
章
別
書
に
記
せ
る
如
く
慎

ミ
守
る
へ
し
」
と
あ
り
、
こ
の
別
書
と
は
『
石
田
先
生
語
録
』
か
ら
一
部

分
を
抜
粋
し
て
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
、「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」

と
と
も
に
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
治
家
の
章
」
は
『
石
田
先
生
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語
録
』
巻
二
の
一
四
、
あ
る
人
の
「
家
を
治
め
る
心
得
」
の
問
い
か
け
に

対
す
る
梅
岩
の
答
え
が
記
さ
れ
た
も
の
。「
家
内
を
義
に
む
か
は
し
む
る
の

章
」
は
、
同
じ
く
巻
三
の
二
一
で
、
家
内
の
者
を
い
か
に
し
て
義
に
向
か

わ
せ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
梅
岩
の
答
え
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

（
18
）
前
掲
「
杉
浦
家
文
書
」
整
理
番
号
４
３
９
「
家
内
之
定
」。

（
19
）
杉
浦
家
と
坂
江
重
右
衛
門
家
の
関
係
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
坂
江

家
は
初
め
光
姓
を
名
乗
り
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
家
臣
（
寺
侍
）
で
あ
っ
た

光
与
左
衛
門
（
法
名
、
宗
伯
）
が
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
織
田
信
長
の

比
叡
山
焼
討
ち
に
あ
っ
て
郷
士
に
転
じ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
与

左
衛
門
実
子
与
吉
郎
（
法
名
、
宗
玄
）
か
ら
与
吉
郎
嫡
子
五
郎
兵
衛
（
法

名
、宗
清
）
へ
と
家
督
が
譲
ら
れ
、五
郎
兵
衛
の
時
に
帰
農
し
て
五
郎
兵
衛

嫡
子
重
右
衛
門
（
法
名
、
玄
心
）
が
家
督
を
継
い
だ
。
し
か
し
、
重
右
衛

門
が
早
世
し
た
た
め
五
郎
兵
衛
の
次
男
五
郎
兵
衛
（
法
名
、
宗
善
）
が
こ

れ
を
継
ぎ
、
こ
の
五
郎
兵
衛
（
宗
善
）
の
時
に
坂
江
姓
に
改
姓
す
る
。
坂

江
五
郎
兵
衛
に
は
男
子
が
四
人
い
た
が
、
長
男
は
早
世
、
次
男
は
坂
江
五

郎
兵
衛
家
を
相
続
、
三
男
重
兵
衛
に
父
の
兄
で
早
世
し
た
重
右
衛
門
の
名

跡
を
継
が
せ
坂
江
重
右
衛
門
家
を
創
設
し
た
。
そ
し
て
四
男
三
郎
兵
衛
は
、

大
黒
屋
の
二
代
目
を
継
い
で
杉
浦
三
郎
兵
衛
利
次
（
法
名
、
道
有
）
と
な

る
。
さ
ら
に
、
初
代
坂
江
重
右
衛
門
（
法
名
、
善
入
）
の
六
男
九
兵
衛
も

杉
浦
家
の
家
督
を
継
い
で
大
黒
屋
三
代
杉
浦
三
郎
兵
衛
利
軌
（
法
名
、
宗

夕
）
と
な
っ
た
。（
出
所
、藤
田
彰
典
「
京
都
商
人
大
黒
屋
杉
浦
家
の
出
自

と
系
譜
」『
京
都
文
化
短
期
大
学
紀
要
』
第
九
号
、一
九
八
八
年
。
八
四
〜

八
六
頁
）。こ
の
よ
う
に
杉
浦
家
は
坂
江
重
右
衛
門
家
と
極
め
て
深
い
繋
が

り
を
も
つ
。

（
20
）
岡
前
掲
論
文
、
七
五
〜
七
六
頁
。

（
21
）『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
を
指
す
。
本
稿

で
は
「
日
記
」
と
略
記
し
た
。

（
22
）
坂
江
十
（
重
）
次
郎
は
、
坂
江
重
右
衛
門
利
恭
（
法
名
、
善
碩
）
の
息

子
。
坂
江
重
右
衛
門
利
恭
の
兄
新
太
郎
は
、
杉
浦
家
六
代
の
跡
を
継
ぎ
七

代
杉
浦
三
郎
兵
衛
利
為
と
な
っ
た
。
な
お
、
慶
応
元
年
当
時
は
九
代
杉
浦

三
郎
兵
衛
利
貞
の
代
で
あ
る
。

（
23
）
岡
前
掲
論
文
、
八
二
頁
。

（
24
）
宮
本
前
掲
書
、
一
〇
五
頁
。

（
25
）「
日
記
」
嘉
永
七
年
八
月
九
日
の
条
。

（
26
）
岐
阜
店
は
天
保
末
年
（
一
八
四
〇
年
代
初
め
頃
）
に
開
設
さ
れ
た
大
黒

屋
の
出
店
で
、
店
の
規
模
は
小
さ
い
。

（
27
）
宮
本
前
掲
書
、
一
一
一
頁
。

（
28
）
宮
本
前
掲
書
、
一
〇
五
頁
。

（
29
）
岡
前
掲
論
文
、
七
八
頁
。
藤
田
前
掲
論
文
「
京
都
の
商
家
杉
浦
大
黒
屋

の
家
訓
（
上
）」
一
五
五
頁
。

（
30
）
岡
前
掲
論
文
、
七
六
頁
。
藤
田
前
掲
論
文
（
同
前
）、
一
五
三
頁
。
宮
本

前
掲
書
、
一
〇
三
頁
。

（
31
）京
都
町
触
研
究
会
編『
京
都
町
触
集
成
』第
一
巻
、岩
波
書
店
、一
九
九
四

年
第
二
刷
（
一
九
八
三
年
第
一
刷
）、
一
八
四
〜
一
八
五
頁
。

（
32
）
末
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
杉
浦
宗
仲
と
梅
岩
心
学
―
「
家
内
之

定
」
の
末
文
の
分
析
―
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
）
大
黒
屋
は
江
戸
期
に
は
五
店
舗
を
設
け
た
が
、「
定
目
」
の
記
さ
れ
た
享

保
期
、「
家
内
之
定
」「
家
業
之
定
」
の
記
さ
れ
た
天
明
期
に
は
、
寛
文
三

年
（
一
六
六
三
）
年
創
業
の
京
店
と
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
開
店
の
江
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戸
石
町
店
の
二
店
が
存
在
し
た
。
他
の
三
店
舗
は
開
店
時
期
が
遅
く
、
江

戸
本
所
店
が
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
岐
阜
店
が
天
保
末
年
、
大
坂
店
が

安
政
頃
の
開
店
で
あ
る
。

（
34
）こ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
の
が
後
年
の
店
舗
管
理
の
仕
方
で
、大
黒
屋
で

は
京
店
が
全
店
を
統
括
・
管
理
し
た
が
、
さ
ら
に
京
店
は
岐
阜
店
と
大
坂

店
を
、
そ
し
て
江
戸
石
町
店
が
江
戸
本
所
店
を
管
理
す
る
分
掌
管
理
の
体

制
が
と
ら
れ
て
い
た
（
拙
稿
「
京
都
商
人
杉
浦
大
黒
屋
の
別
家
制
度
（
2
）

―
勤
番
に
関
す
る
検
討
―
」『
社
会
科
学
』（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

所
）
第
七
九
号
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
。
二
三
〜
二
四
頁
）。
ま
た
、
こ
の

分
掌
管
理
の
仕
方
か
ら
、
岐
阜
店
が
所
持
し
て
い
た
宮
本
氏
の
「
家
内
之

定
」「
家
業
之
定
」
が
京
店
の
写
本
で
あ
る
理
由
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

（
35
）
前
掲
、
拙
稿
「
京
都
商
人
杉
浦
大
黒
屋
の
別
家
制
度
（
2
）
―
勤
番
に

関
す
る
検
討
―
」
一
九
頁
。

（
36
）
藤
田
氏
の
も
の
も
含
め
、
三
氏
が
紹
介
さ
れ
た
家
法
に
は
助
詞
の
表
記

の
仕
方
、
例
え
ば
「
は
」
と
「
ハ
」
な
ど
の
違
い
、
あ
る
い
は
次
表
に
挙

げ
た
よ
う
な
字
句
に
も
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

「
家
業
之
定
」
に
見
ら
れ
る
字
句
の
相
違
の
事
例

　
「
諸
色
思
ひ
つ
れ
」（
岡
、
第
七
条
）

　
「
諸
色
思
ひ
い
れ
」（
宮
本
、
第
七
条
）

　
「
諸
色
お
も
ひ
入
」（
藤
田
、
第
一
三
条
）

「
家
業
之
定
」
の
末
尾
部
分
の
相
違

　
「（
前
略
）
長
き
事
に
あ
ら
ず
や
」（
岡
）

　
「（
前
略
）
哀
き
事
に
あ
ら
ず
や
」（
宮
本
）

　
「（
前
略
）
哀
き
事
に
あ
ら
す
や
」（
藤
田
）

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
写
本
の
際
の
写
し
間
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
家
法
の

紹
介
者
に
よ
る
誤
読
、
も
し
く
は
誤
植
で
あ
る
の
か
は
判
断
が
付
き
兼
ね

る
。
こ
う
し
た
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
三
氏
の
家
法
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
条
目
に
関
し
て
は
そ
の
中
身
が
一
致
し
て
い
る
。

（
37
）
前
掲
「
杉
浦
家
文
書
」
整
理
番
号
４
３
９
「
家
内
之
定
」

（
38
）
前
掲
「
杉
浦
家
文
書
」
整
理
番
号
４
４
０
「
家
業
之
定
」

（
39
）
前
掲
岡
論
文
、
七
八
〜
七
九
頁
。

（
40
）
四
代
宗
仲
は
、
京
店
の
奉
公
人
に
は
『
斉
家
論
』
な
ど
を
授
け
た
ほ
か
、

大
黒
屋
京
店
に
自
ら
が
師
事
し
た
富
岡
以
直
を
招
い
て
心
学
の
指
導
も
受

け
さ
せ
て
い
た
。

（
41
）
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
杉
浦
家
文
書
」
整
理
番
号
２
９
１
「
定
」。


